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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、管理会計変化における対象の概念規定に関する概念規定の曖昧性と多様性
を明らかにしたこと、Burns and Scapens(2000)の制度的フレームワークとNonaka(1994)ほかの知識創造理論との統合
的枠組みを示したこと、管理会計変化を促進する要因としてのクリエイティブ・ルーティンの有用性を示したことであ
る。本研究では、複数のリサーチサイトにおける管理会計変化の事例を用いて、管理会計変化が、単純な経営者の意思
決定やマクロ経済環境、様々な制度的環境によって規定されるだけではなく、ルールを変化させるルーティンによって
大きく影響を受けていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research explores process of management accounting change from a view point o
f knowledge creation. By synthesizing Burns and Scapens' (2000) institutional framework and Nonaka's knowl
edge creation theory, I tried to explain the process of management accounting changes in some Japanese com
panies. The research show that the concept of 'creative routines'(Nonaka et al., 2008), which are often ob
served as continuous improvement routines in firms, is key to understand the process of changes in managem
ent accounting knowledge.
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１．研究開始当初の背景 
近年の米国における金融機関の破たんを
契機とする百年に一度といわれる経済危機
は、我が国製造業にも大きな影響を与えてい
る。この経済危機の中で、これに対応する確
かな経営管理上の対応策（知識）を経営者や
管理者は持ち得ていない。このような不確実
な状況下で、企業はどのようにこの状況に対
処し、またそこからどのようにして新しい知
識を生み出していくのかというプロセスを
明らかにすることが、本研究の第一の動機で
ある。 
このような研究動機に対して、本研究は管
理会計の視点から、どのような理解が可能か
を検討する。この点について、「管理会計変
化」と呼ばれる近年欧州を中心に大きな注目
を集めている研究領域を念頭に、かかる状況
下で管理会計が関係状況との関わりでどの
ように変化してきたかを明らかにする。中で
も制度理論や構造化理論の知見を援用する
Burns and Scapens (2000)の分析枠組みは管
理会計変化のプロセスを扱う有効な枠組み
として注目を集めている。しかしながら既存
の研究においては、そもそも変化の対象たる
「管理会計」をどのように規定するかについ
ての議論が未成熟であるために、研究成果の
蓄積的発展が十分ではないと考える。 
他方で、経営学あるいは組織論における組
織変化や組織学習、リーダーシップ等の関連
領域における研究も盛んに行われいるが、こ
れらの知見は必ずしも管理会計変化研究に
十分に生かされている状況にない。学際的な
知見の総合を通じて、既存の研究を発展させ
ることが求められる。なかでも Nonaka(1994)
や Nonaka and Takeuchi(1995)に代表される
組織的知識創造理論は、先に述べたる Burns 
and Scapens (2000)の分析枠組みと極めて高
い親和性・補完性を持っている。それは例え
ば、形式知と暗黙知の間の双方向的な移転プ
ロセスを通じた知識創造という考え方と、
Burns and Scapens (2000)におけるルールと
ルーティンの相互作用を通じた管理会計の
変化という視点の類似性などに見受けられ
る。 

２．研究の目的 
本研究は、管理会計変化研究の対象を管理
会計の知識と規定し、管理会計に特殊的な要
因を検討しつつ、上述のような隣接諸領域の
知見を取り込むことで、より良い分析枠組み
の構築を企図するものである。 
本研究において明らかにすべきことは、第
一に、企業内でどのような方法・メディアに
よって、管理会計の知識が伝達されたか、そ
してこのような伝達された知識が現場の実
践を通じてどのような新しい個人的・実践的
理解を生み出し、また組織的な知識へと昇華
されたかを、フィールド調査をもとに明らか
にすることである。第二に、このような知識
創造プロセスにおいて、管理会計に特殊的な

要因としての計算構造がどのように変化し
たか、また組織的な知識に対して計算構造が
どのように影響を与えたかを理解するため
の分析枠組みを、先行研究に基づいて発展さ
せることである。 

３．研究の方法 
本研究は、複数の企業に対するフィールド
調査を主体とする経験的研究と文献調査を
主体とする概念的研究によって推進した。 
このうち、文献調査は欧米における管理会
計変化研究の網羅的調査に加えて、隣接領域
としての組織変化研究やナレッジ・マネジメ
ント、リーダーシップ論などの諸領域につい
ても検討を行った。 
また、経験的研究においては、複数の企業
に対してフィールド調査を実施し、インタビ
ュー・データやアーカイバル・データの収集
を行っている。これらによって得られたデー
タの概略は研究論文に記載している。 
これらの調査研究によって得られたデー
タに基づいて、国内外の関連する学術会議に
参加し研究報告を行った。そこで得られた
様々なフィードバックをもとに、後述の論文
を執筆している。 

４．研究成果 
本研究の主たる成果は、以下の三点である。
以下、順に示す。 

(1) 管理会計変化における対象の概念規定
に関する概念規定の曖昧性と多様性を明ら
かにしたこと 
 本研究においては、先行研究のレビューを
通じて、従来の管理会計変化研究において、
研究対象としての「管理会計」がどのように
理解されてきたのかを、それぞれの先行研究
が依拠する理論枠組みごとに検討した。そこ
では、管理会計変化を標榜する先行研究にお
いて、研究対象についての概念規定があいま
いなまま放置されてきた結果、研究の蓄積的
な発展が阻害されているということが明ら
かとなった（浅田, 2012）。 
 変化の対象として理解されている「管理会
計」についての概念についての多様性は、概
ね基礎とする理論ごとに大別できる。例えば、
コンティンジェンシー理論を援用した研究
では、管理会計変化を成功裏に運ぶための諸
要因の解明に理論的関心を置きつつ、（機能
と形式的構造が一体となった）技法の変化を
研究対象としている。これに対して、制度理
論を援用した研究では、制度の影響下で管理
会計が変化するプロセスの解明に理論的関
心を置きつつ、制度・ルール・ルーティン・
行為の変化するプロセスを管理会計として
理解している。アクターネットワーク理論を
援用した研究では、様々な人的・非人的アク
ターの影響下での変化のプロセスの解明を
目指しつつ、変化する銘刻装置、銘刻、他の



アクターのネットワークとして管理会計を
捉えているのである。 
 しかし、多くの研究において共通している
ことは、このような研究対象としての「管理
会計」の概念が明示的に示されていないため
に、何をもって管理会計変化として理解され
るかが曖昧なまま放置されているという点
であった。 

(2) Burns and Scapens(2000)の制度的フレ
ームワークと Nonaka(1994)ほかの知識創造
理論との統合的枠組みを示したこと 
 本研究では、Burns and Scapens(2000)の
制度的フレームワーク（以下「BSF」という。）
と Nonaka(1994)ほかの知識創造理論の枠組
みの類似性に着目し、これを統合することを
通じて、分析枠組みの不完全性を克服するこ
とを試みている。そこでは、BSF における「ル
ール」を「集団レベルにおける形式知」、「ル
ーティン」を「集団レベルにおける暗黙知」
と読み替えることによって、ルールとルーテ
ィンとの相互作用を形式知と暗黙知の相互
作用の問題として理解している。その上で、
｛状況，目的，手段｝についての規定によっ
て構成される管理会計知識が、形式知と暗黙
知の相互作用の中で変化していくプロセス
を説明することが可能となる。 
 浅田ほか(2013)では、日本電産株式会社に
おける経営改革の事例を通じて、このような
ルールとルーティンの相互作用プロセスを
記述することが可能となることを示してい
る。そしてこの変化プロセスを促進する要因
として組織的意図としての正当化基準が大
きな役割を果たしていることを確認した。こ
のような正当化基準は管理会計知識の変化
の方向性を示す。それと同時に、管理会計的
言語によって示された正当化基準は、それと
の適合度によって知識を取捨選択するだけ
ではなく、優先順位づけする役割を担ってい
ることが明らかとなった。 

(3) 管理会計変化を促進する要因としての
クリエイティブ・ルーティンの重要性を示し
たこと 
 本研究では、先行研究のレビューを通じて、
管理会計変化及び知識創造を促進する諸要
因に関して、既存の管理会計変化研究と知識
創造理論との差異を検討した。その結果、既
存の管理会計変化研究が単発的なショック
要因に偏った分析を行い、継続的な変化を引
き起こす組織的能力について十分な検討が
行われてこなかったことが明らかとなった
（浅田, 2013）。 
 この点について、本研究ではルーティンを
変化させるルーティンとしての「クリエイテ
ィブ・ルーティン」（Nonaka, et al, 2008）
を用いて、調査対象企業の管理会計知識の変
化を説明する上で、単なるルーティンの突然
変異や新たな外的ショック要因だけではな

く、変化を引き起こす組織的能力の観点が重
要となることを示した。従来 BSF の下では、
このような継続的変化を促す組織能力につ
いて焦点があてられておらず、この点につい
ての説明が不十分であった。本研究では、制
度化され長期反復的に観察されるクリエイ
ティブ・ルーティンと短期的なクリエイティ
ブ・ルーティンという異なる種類のクリエイ
ティブ・ルーティンが管理会計知識の変化に
影響を及ぼしていることを明らかにしてい
る。 
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